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序     文 
 

ザンビア共和国における2004年の同国の一人当たり国民総所得は、450ドル（世界銀行；2004）と

依然として後発開発途上国に分類され、１日１ドル以下の生活を余儀なくされる国民は全人口の

64％といわれています。ザンビア共和国では、他の南部アフリカ諸国と同様にHIV／エイズの拡大

が深刻な問題となっており、15歳から49歳の生産年齢におけるHIV感染率は約16％、特に15歳から

24歳までの女性の感染率は男性のそれに比べると約４倍と高く、この国を担う若年層へ大きな打撃

を与えています。 

このような状況に鑑み、国家HIV／エイズ・性感染症・結核戦略計画（2001～2005）は、HIVの

感染拡大の危険があるハイリスクグループ（性産業従事者及びそのパートナー）を対象にした取り

組みを強化しています。 

本プロジェクトは、「保健分野における日米パートナーシップ」のもと、2003年６月から2006年３

月まで、８つの国々に囲まれた内陸国であるザンビア共和国の国境地域において、HIVに対し脆弱

なハイリスクグループを対象とした活動を展開したものであり、日米両国が効果的に連携した案件

といえます。 

本調査は、プロジェクトの終了時評価調査の結果を取りまとめたものであり、ここに調査にご協

力を賜りました関係各位に対しまして、深甚なる謝意を表します。 

 

平成18年４月 

 

独立行政法人国際協力機構   
ザンビア事務所長 乾 英二  
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略 語 表 
 

AIDS Acquired Immunodeficiency Syndrome 後天性免疫不全症候群（エイズ） 
ART Anti-retroviral Treatment  抗レトロウイルス薬療法 
ARV Anti-retroviral  抗レトロウイルス薬 
DHMT District Health Management Team 郡保健管理チーム（ザンビア基本行政単位

である72郡の保健行政を所掌する組織） 
FHI Family Health International 本プロジェクトを実施するNGO連合体の代

表（米国NGO） 
GFATM Global Fund to Fight AIDS, Tuberculosis 

and Malaria 
世界エイズ・結核・マラリア対策基金 

HIV Human Immunodeficiency Virus ヒト免疫不全ウイルス 
HMIS Health Management Information System 保健管理情報システム 
JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 
NAC National HIV/AIDS/STI/TB Council 国家エイズ／性感染症／結核対策評議会 
NGO Non-Governmental Organization 非政府組織 
PEPFAR President’s Emergency Plan for AIDS 

Relief 
米国大統領エイズ救済緊急計画 

USAID United States Agency for International 
Development 

米国国際援助庁 

VCT Voluntary Counseling and Testing 自発的カウンセリング及び検査 
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評価調査結果要約表 

 

１. 案件の概要 

国名：ザンビア共和国 案件名：国境におけるHIV／エイズ及び性感染症啓発活動プ

ロジェクト 
分野：HIV／エイズ 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：JICAザンビア事務所  協力金額：0.5億円 

先方関係機関：保健省 

日本側協力機関：なし 

協力期間 2003年６月６日から 

2006年３月31日 

他の関連協力： 
技術協力プロジェクト「エイズ及び結核対策プロジェク

ト」 
医療特別機材「エイズ対策及び血液検査医療特別機材」 
無償資金協力「第一次、第二次感染症対策計画」 
在外基礎調査「パイロット地域におけるVCTサービス実施

能力強化プロジェクト」 
技術協力プロジェクト個別案件「HIV／エイズ及び結核対策

プログラム・コーディネーター」 
１－１ 協力の背景と概要 
 1999年４月より４年間日米連携の枠組みにて実施した開発福祉支援事業「HIVハイリスクグルー

プ啓発活動プロジェクト」の後継案件として開始した案件である。開発福祉支援事業では、ハイリ

スクグループといわれる性産業従事者及び長距離トラック運転手等のパートナーに対し、性感染症

の治療管理の強化、行動変容のため啓発活動の奨励、コンドームの使用の促進、等を実施し、各プ

ロジェクトサイトでの性感染症治療体制の整備、同僚等に対し啓発活動が実施可能な性産業従事者

数の増加、ソーシャルマーケティングを通じたコンドーム配布体制の拡大等が確認された。 
しかしながら、ハイリスクグループの性行動に関する変容は、文化的、経済的な背景も含めその

アプローチ方法を確立していくには更なる時間を要するとの結論に至り、2003年から新たに技術協

力プロジェクトとして協力を開始した。日米連携の枠組みは継続しつつ、USAIDはFHIに資金を拠

出する一方、JICAは実施委託団体であるNGOのWorld Visionザンビアに対し専門家派遣、研修等の

技術協力を行い、共同で計画、実施、モニタリング及び評価を実施した。 
 

１－２ 協力内容 
（１）上位目標 

ザンビア国におけるHIV感染率が低下する。 
 
（２）プロジェクト目標 

国境地域におけるハイリスクグループ（性産業従事者及びそのパートナー）のHIV感染率が

低下する。 
 
（３）成 果 

１．ハイリスクグループ間において、性感染症治療に関して質の高いサービスが提供されその
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受診率が向上する。 
２．ハイリスクグループ間において、コンドームの使用が促進（安全な性行動への変容）され

る。 
３．国境地域における準ハイリスクグループの、HIV／エイズ及び性感染症への知識が向上

し、コンドームの使用が促進される。 
 

（４）日本側投入 
現地活動費 0.48億円  短期専門家１名 

１）現地活動費（JICA分）（性感染症治療薬購入、プロジェクト活動経費、研修経費等） 
2003年度：16,075千円 

2004年度：16,924千円 

2005年度：14,873千円 

 
内訳（千円） 

年 度 管理費 資機材 

（性感染症治療係る

薬剤・機材等） 

研修・ワーク

ショップ等 

その他 

（教材開発等） 

2003 4,018 4,020 5,626 2,411 

2004 7,615 9,308 － － 

2005 6,841 6,991 1,041 － 

 
資機材の購入実績の詳細については、付属資料３の（１）参照。 

 
２）専門家派遣実績 

沢崎 康：2004年２月10日から2004年３月８日 

指導科目：プロジェクトモニタリング及び評価 
 
（５）米国側投入 

約8.8百万ドル（プロジェクトを実施するNGO職員の人件費など） 
２．評 価 
（１）妥当性 

以下のことから、案件の妥当性は高いと判断される。 
・ザンビアの15歳から49歳におけるHIV感染率は約16％（ザンビア人口動態保健調査：2002）

と南部アフリカ地域の中でも非常に高く、同国の社会経済発達の阻害要因になっていること

から、エイズ対策支援は人道的見地や保健開発支援の観点のみではなく、社会経済開発支援

の観点からも重要である。 
・国家エイズ／性感染症／結核対策評議会は、「国家HIV／エイズ／性感染症／結核戦略計画

（2002－2005）」を策定し、青少年及び女性におけるHIV／エイズ及び性感染症の感染を軽

減することを目標の一つとして推進している。 
・周辺諸国からのエントリーポイントとなる国境地域、及び国境に近い都市部にプロジェクト

サイトを設定したことにより、同地域に集中するハイリスクグループに直接支援することが

可能となった。 
・HIV感染者に対する質の高い治療へのアクセス拡大を目標とするわが国のHIV／エイズ分野
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における協力プログラムとの整合性も確保されている。 
・HIVに対し脆弱なハイリスクグループに絞り込んだ活動は、社会的に弱い立場にある人々に

確実に届く活動として、「人間の安全保障」の考えに合致している。 
 

（２）有効性 
以下のことから、案件の有効性は高いと判断される。 

 
２年毎に実施されるZambia Antenatal Clinic Sentinel Surveillanceでは、妊産婦のHIV陽性率を

測定している。本プロジェクトでは活動地域毎のハイリスクグループにおけるHIV感染率につ

いて測定したデータはないものの、ハイリスクグループに一定の割合を占める15歳から19歳ま

での妊産婦のHIV陽性率について、２つのプロジェクト活動地点において開始前の2002年に比

べ、開始後の2004年の数値が低下している。 
このことにより、本プロジェクトがハイリスクグループのHIV感染率を低下させる効果的な

活動を展開したことを窺うことができる。 
 

調査地点 2002(%) 2004(%) 

リビングストン 
(Livingstone) 

24.1 11.7 

カピリ・ムポシ 
(Kapiri Mposhi) 

20.5 14.4 

（Zambia Antenatal Clinic Sentinel Surveillance Report 1994-2004） 

 
一方、旧開発福祉支援事業からのプロジェクト活動を通じ、ハイリスクグループにおいて

HIV感染の拡大に結び付く性感染症の罹患状況について、下記１）及び２）の成果が確認され

た。これは、全てのプロジェクトサイトに設置されたDrop in Centre（支援を必要とする人々が

性感染症の治療を受けたり、HIV／エイズ等に関する情報を得るために立ち寄る場所）で常時

治療薬が整備される等、性感染症の治療が可能となり、プロジェクト期間中はハイリスクグル

ープが差別を受けることなく、継続的に治療を受けることができたことが大きいと思われる。

 
１）性産業従事者間の性感染症の罹患率（その年から遡り過去12ヶ月）は、中間実績では上昇

を見せたが終了時評価時にはやや減少した。 
 

 2000 

（ベースライン）

2003 

（中間実績） 

2006 

（終了時実績） 

性器分泌物 107／401 (26.6) 217／574 (38.4) 211／736(27.3) 

性器潰瘍 128／399 (31.4) 214／575 (37.2) 212／727(36.8) 

（Behavioral Surveillance Survey (BSS) 2006）（カッコ内は％） 

 
２）性産業従事者のパートナー（長距離トラック運転手）における性感染症の罹患率（その年

から遡り過去12ヶ月）は、2000年から2006年かけて減少した。 
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 2000 

（ベースライン）

2003 

（中間実績） 

2006 

（終了時実績） 

性器分泌物 36／562 (6.4) 32／565(5.7) 24／901 (4.9) 

性器潰瘍 30／562 (5.3) 47／587 (5.6) 25／901 (2.8) 

（Behavioral Surveillance Survey (BSS) 2006）（カッコ内は％） 

 
また、啓発活動に関しても、以下の成果が達成されている。 

 
３）性産業従事者の、金銭を介するパートナーとの間でコンドームの使用率が上昇した。 
 

 2000 

（ベースライン）

2003 

（中間実績） 

2006 

（終了時実績） 

前回の性交渉時にお

けるコンドーム使用 
200／403(49.6) 313／573(54.6) 575／732 (78.6) 

（Behavioral Surveillance Survey (BSS) 2006）（カッコ内は％） 

 
４）ピア・エデュケーター（同じような境遇に置かれた人々：ここでは性産業従事者）の投入

により、性産業従事者に対して行動変容促進のためのグループワーク、個別啓発活動等を行

い、性感染症及びHIVに係る知識の向上が確認された。 
 

 2000 

（ベースライン）

2003 

（中間実績） 

2006 

（終了時実績） 

HIVに関する正

確な知識 
248／399(62.2) 333／564(59.0) 502／719 (69.8) 

（Behavioral Surveillance Survey (BSS) 2006）（カッコ内は％） 

 
更に、以下の点が考察される。 

・VCTを活動に組み入れたことから、性産業従事者におけるVCTサービスの利用者率が向上し

た。 
 

 2000 

（ベースライン）

2003 

（中間実績） 

2006 

（終了時実績） 

性産業従事者に

おけるVCTサー

ビス利用者率 

55／398 (13.7) 86／569(15.1) 363／729(49.8) 

（Behavioral Surveillance Survey (BSS) 2006）（カッコ内は％） 

 
・性感染症及びHIV抗体検査の実施状況が各郡保健管理チームに報告され、HMISを通じ国家

統計に反映されているなど、保健行政機関からプロジェクトの直接裨益者までをカバーする

包括的な事業運営が実施された。 
 
（３）効率性 

以下のことから、案件の効率性は高いと判断される。 
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・本プロジェクトでは、60万人以上が行動変容に係る啓発活動に参加し、更に3.3万人以上の

ハイリスクグループが性感染症の治療を受ける、８千人近くがHIVのテスト及びカウンセリ

ングを受ける、などの成果が上げられている。 
・JICAの予算はUSAIDの約20分の１程度であったにも拘わらず、制度上USAIDが供与できない

性感染症治療薬をJICAが支援するなど、相互に補完できる体制を構築し日米連携のメリット

を十分享受することができた。 
・日本人専門家の投入は初年度１名のみであったが、その後はJICA専門家「HIV／エイズ及び

結核対策支援プログラム・コーディネーター」がFHIの専門家と共同でモニタリングを実施

するなど、本案件以外の日本側のリソースを活用し、コスト面での効率性を高めるよう取り

組んだ。 
・適切な資機材調達、及び各サイトの備品管理簿等の整備を通じ、機材の効率的な運用に取り

組んだ。 
 
（４）インパクト 

プロジェクト活動地域では妊産婦のHIV陽性率は低下していることから、HIV感染の活発な

地域における予防啓発活動が、今後｢ザ｣国全体のHIV感染率の低下に貢献していくことは十分

考えられる。 
また、関係者へのインタビュー結果では、プロジェクトが地域にもたらした正の波及効果と

して、以下の点が指摘されている。 
・啓発活動（寸劇やポスター等）により、一般住民のHIV／エイズ及び性感染症に対する知識

が向上し、地域の性産業従事者のパートナーの性感染症治療へのアクセスが可能となった。

・性産業従事者への偏見、差別が緩和し、当事者同士の支援グループの活動が活発化すること

で、性産業従事者の存在が地域住民に受け入れられるようになった。 
・関係機関、運送会社間での連携が強化され、職場での啓発活動が展開されるようになった。

 
（５）自立発展性 

日米連携の枠組みで実施した結果、自立発展性において以下にあるような制約が発生したと

考えられる。 
例えば、質の高い性感染症の治療、VCTサービス等は、活動期間中はプロジェクトとDHMT

との連携を通じて、ハイリスクグループの性感染症罹患率の低下、啓発活動に成果を上げてき

た。 
そして、プロジェクト終了後は、ザンビア政府により、地域とDHMTとのリフェラルシステ

ムの更なる強化及び性感染症の治療、VCTサービス等に必要な資機材の適切な供与等が確保さ

れることで、プロジェクトの成果が維持、拡大されることになるが、米国側の援助手法（現地

NGOへ技術協力を委託し、限られた期間内で指標に基づく成果実現に集中すること、等）と調

整することが求められた結果、JICA独自でプロジェクト期間中に上記の自立発展性を意識した

活動が十分行うことが困難な面があった。 
また、性産業従事者といった、移動が多く一般の地域住民とは生活様式が異なるグループに

対する直接的なアプローチは、ピア・エデュケーター等の地域で啓発活動に関わるスタッフの

能力向上には貢献したが、上記のとおりザンビア政府の継続的な支援が確保されない限り、性

感染症の治療等に携わる一般の保健医療施設においてプロジェクトの成果が定着するまでに

は、一定の時間を要するものと考えられる。 
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３．特記事項（提言・教訓等を含む） 
本プロジェクトは、プロジェクト期間中に米国政府から「大統領エイズ救済緊急計画

(PEPFAR)」により巨額の資金が投入されたこともあり、プロジェクトサイト及び活動範囲の拡

大が図られた。それによって直接裨益者が増加するという利点も見られたが、拡大したプロジェ

クトを維持するために参加するNGOの数を増加し、それに伴い実施体制を再構築することに時

間が費やされた。 
このような日米間におけるプロジェクト管理サイクルの相違、且つ援助手法の相違（JICAは、

専門家による直接的な技術協力を含んでいるのに対し、USAIDは全面的にNGOに技術協力を委

託している点）等の共通認識を深める必要があった。 
 
本プロジェクトにより、性産業従事者という生命、生活及び尊厳が脅かされ且つ社会的に弱い

立場にある人々が疾患に対して正確な知識を身につけ、コンドームを使用することにより自らを

性感染症から守り、安全な性行動を実施するとともに、彼（女）らに必要な治療サービスを提供

することは、彼（女）らの社会的な脆弱性を克服し、将来はその能力強化（エンパワーメント）

をも促進することが期待される。そのためにもザンビアの社会が彼らの自立を経済的な側面も含

めてどう保障していくかが課題となろう。 

４．付属資料 

・プロジェクト終了時評価調査報告書（英文） 

・プロジェクト開始時ミニッツ（2003年６月） 
・プロジェクト作成の評価用資料 

 



 

 

 

 

 

 

付 属 資 料 

 

 
１．プロジェクト終了時評価調査報告書（英文） 
 
２．プロジェクト開始時ミニッツ（2003年６月） 
 
３．プロジェクト作成の評価用資料 
（１）投入実績及び活動実績 
  １）研修・活動投入 Track Record of Training and Activities 
  ２）資機材購入リスト Track Record of Provision of Equipment 
（２）成果品リスト List of Project Productions 
  １）ガイドライン・マニュアル及び調査報告書一覧  
   List of Publications (Guidelines and Researches) 
（３）評価指標（要約） 
  （2000年、2003年、2006年 Behavioral Surveillance Survey） 
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